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論文内容の要旨
アルカリ・ハライド/タリウム型蛍光体は、蛍光体の電子構造研究の好固な対象として古くから調
べられて来た。この蛍光体は約 5 つの蛍光帯を示めすが、これの Relaxed Excited State を調べるた
め外部より (001) の一軸性圧力を印加し蛍光スペクトルの光二色性を調べた。本論文では主として
A蛍光帯に注目し、これの始状態で、あるA Relaxed Excited State の詳細を調べた。その結果RbI
: Tl 、 RbBr : Tl 、 RbCI : Tl 、 NaI: Tl 、 NaBr : TI 、 KI: In 、 KI:Pb においては、 Population 効
果によるストレス効果を認め得なかったが、 KI : TI 、 KBr : Tl 、 NaCI: TI においては、顕著なスト
レス効果を認めた。その温度依存性を調べてみると、 2 つの温度領域(低温領域と高温領域)で顕著
な効果を示した。 KI :TI における高温領域のストレス効果の実験結果に対しては、既に lT1 u-State の
混った 3T1U- StateのEg-Space 内のヤーン・テラー効果としての説明がある。即ち断熱ポテンシャル
・エネルギ一面の 3 つの定留点聞の Electron Popula tion 効果として説明された。しかしこの模型で
は低温領域における大きなストレス効果を説明することが出来ない O この実験で行った1.3K までの
結果は、低温領域のストレス効果も高温のものと同じく Population 効果によるものであることを示唆
した。そこで 3T1 U と 3T 2U-S tateのEg- Space 内での mixing を考慮した時のヤーン・テラー効果を考え
2 つの温度領域に現われるストレス効果の説明を試みた。即ち、この mixing により上記の 3 つの定留
点は、おのわのさらに 2 つに分裂し (Double type minimum) 、合計 6 つの定留点が出来る(一定条
件の下で)。これらの (001) ストレス下の振舞を調べてみると、ストレス下で 3 つのエネルギー準位
に分裂し、これらの聞には 2 つの重要なバリャーが考えられる。従ってこれに対応して 2 つの温度領
域でストレス効果があらわれることになる。
以上の実験結果及びそれの考察により上記蛍光体のA Relaxed Excited State はDouble type 
minimum を持つものであることが明らかになった。また実験結果より電子格子相互作用及びスピン軌
19-
道相互作用が見積られた。
論文の審査結果の要旨
アルカリハライド:タリューム型蛍光体は結晶内局在中心の発光機構、したがって又その始状態で
ある緩和働起状態 (RES) をしらべるための研究対象として早くから理論、実験ともに多くの研究者
によって取り扱われてきた。しかしながらその発光過程やRES にはいまなお多くの不明な点がある。
石堂君の研究はこの蛍光中心のRES についてのものであるが、特にその A動起状態(主として 3Tlu 
よりなる)の断熱ポテンシャルエネルギ一面 (APES) の詳細に関するものである。これについては
所謂AT蛍光の偏光相関や、その光 2 色性に於ける 1 軸性圧力効果の実験等より、この蛍光は、結晶格
子歪のEgモード座標空間に於ける A始状態のAPES の Jahn- Teller 効果による三つの定留点から基底
状態 lA 1g への遷移によるものと考えられてきた。しかしこの論文で取り扱われた種々のアルカリハラ
イド蛍光体に関する実験結果は、 AT蛍光の光 2 色性の 1 軸性圧力効果は低温及び、高温の二つの温度領
域に現われること、又これらの効果は等しく RES に於ける電子の Population 効果によるものであるこ
とを明らかした。このことは前述のAPESの三つの定留点模型では説明のつかぬことである。そこで
これに関 L て次の様な説明がなされた。即ち A駒起状態は電子一格子 (Egモード)相互作用により、
3T lu に若干の 3T 2u が混ざったものであって、か、る場合はEg空間のAPES に六つの深さの等しい定
留点が生ずる。しかしこの結晶に (OOlJ 1 軸性圧力を加えると 3 種の深さの異なった定留点と之等定
留点聞に異なる高さの Barrier が生じ、これらが低温及び高温の二つの温度領域で現われる定留点聞
の熱平衡下の Population 効果の原因になると考えたのである。このようにして AT蛍光の始状態であ
る A緩和働起状態は 3T 1 u と 3T 2u の混合したものであり(さらに若干、スピンー軌道相互作用により
lT lu が混ざる)、 Eg モード座標空間のAPES に六つの定留点をもつものであることが見事に実証さ
れたわけであって、タリューム型蛍光中心の蹴起状態に重要な知見を与えたものであり理学博士の学
位論文として十分価値あるものと認める。
-20-
